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境界積分によって求められる海底の地盤変位を用いた津波解析
Tsunami simulation using seabed displacement due to fault slip obtained by boundary
integration
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地震によって発生する津波の計算では、断層運動によって現れる海底面の鉛直変位を津波の初期水位と見なすことが多
い。このような海底地盤の変位を求めるには、半無限弾性体内部の矩形断層運動によって現れる変位の解析解（Okada,1985）
が広く用いられている。
これに対し、著者らは境界積分による海底地盤の変位計算法を開発した（秋山他、2014）。この方法は、海底地盤を半

無限弾性体と仮定することにより自由表面の境界条件を満足する Green関数を用いることで海底面の変位を断層面にお
ける境界積分のみで求められ、さらに、不規則な形状を有する断層面を忠実にモデル化できるといった利点がある。た
だし、断層面が浅い場合には Green関数の特異性が現れやすくなるが、PART法（Hayami and Brebbia, 1988）を用いる
ことによってほぼ完璧にこの特異性を除去できる点も本手法の大きな特徴である。
本研究では、日本周辺のプレート境界で発生する地震を対象に、境界積分と Okadaの解析解を用いてプレート境界で

の断層運動に伴う海底地盤の変位を求め、両者を比較する。さらに、これらの海底変位を初期水位と見なした津波解析
を実施し、両者の差異について検討を加える。
なお、本研究は、防災科研で進められている「全国を対象とした津波ハザード評価」の一環として実施した。
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